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原始銀河団の研究は、銀河の環境効果のメカニズムを理解する上で重要である。我々はこれまで、独自に取得
した JWSTのNIRSpec/IFSの面分光データを用いて原始銀河団A2744-z7p9ODのコア領域に対して輝線比診断
を行い、高密度領域における銀河の星間ガスの性質を調査してきた。その結果、コア領域の銀河のうち 3天体は
O32(log([O iii]λ5008Å/[O ii]λλ3727,3730Å)) ∼ 0.0− 0.4であり、同じ時代にある典型的な天体と比較して∼ 0.8
dex低く、z ∼ 3の典型的なライマンブレイク銀河と同程度の値をとることが明らかになった (2024年春季年会
X10b)。本研究では、JWSTのNIRSpec/MOSのスリット分光データを用いてコア領域外のメンバー銀河 3天体
に対して輝線解析を行い、コア領域の銀河とO32の比較を行った。結果、[O iii]λ5008Åと [O ii]λλ3727,3730Åが
共に検出された 1天体はO32がコア領域の銀河と比較して大きく、同じ時代にある典型的な天体と同程度の値を取
ることが明らかになった。また、JWSTのNIRCamによる撮像データを用いて SED解析を行い、同原始銀河団の
メンバー銀河の星形成活動についても調査した。結果、コア領域の銀河のうち 3天体が log(M∗/M⊙) ∼ 8.7− 9.5
であり、コア領域外のメンバー銀河と比較して星質量が高いことがわかった。この結果は、同じ原始銀河団に属す
るメンバー銀河でもその性質に多様性があることを示唆している。本講演では、SED解析から求めた星質量など
の物理量とO32の関係を示し、本天体の性質を原始銀河団における銀河進化に関連づけて議論する予定である。


